
開催日時：

開催場所： 大宮ソニックシティ国際会議室 

講　　演： 「NHCAPと抗菌薬について」

特別講演：

総合評点
3.4

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）

36

評価記入---4.とても適切　3.適切　2.やや不適切　1.全く不適切　

1 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

93 71 0 0 0 3.6

2 よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

53 97 14 0 0 3.2

3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

『抗菌薬TDMガイドラインの改訂のポイント』
東京女子医科大学病院　薬剤部　部長　木村　利美　先生

アンケート回収率アンケート提出数

164

研修者数

第48回感染制御研修会参加者アンケート集計結果

2016年6月7日(火）18：30～21：00

1. 講演テーマについて

2.講演内容について

Meiji Seikaファルマ（株）医薬千葉・埼玉支店　　

96%170

3. 本研修会の印象について

サイエンティフィックサポートG　課長　保科　靖彦　先生

32%

59%

9%

0% 0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

57%

43%

0% 0% 0%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答



72 89 3 0 0 3.4

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

75 89 0 0 0 3.5

意見の記載（36枚）
1.講演テーマについて

改訂ポイントがまとまっていて分かりやすかった 1
2.講演内容について

根拠となるデータを多く取り上げてくれたのでよかった 1
基礎から教えてくれたので、応用につなげることができた 1
海外や日本のeGFR、clcrの部分が難しかった 1
難しかった 1
時間が短く説明が早かった 1
自分自身の勉強不足で理解できなかった 1
1年目なので用量の話が難しかった 1

臨床への応用性が高いと感じた 2
難しい内容だったがTDMについて興味が深まった 1
難しかった 1

1
腎機能に応じた用量設定をより適切に考えられた 1

5.今後取り上げてほしいテーマ
症例別の抗生剤の選択方法 1
敗血症治療 1
血液腫瘍 1
小児の投与設計 1
循環器関係 1
免疫抑制薬の疾患別のTDMについて 2
TDMの基礎 2
実臨床でのTDM 1
TDMガイドライン改訂の各論 1

2後発品と先発品の比較

3.本研修会の印象について

4.本研修会で学んだことは今後の業務に役立つか

4.本研修会で学び今後の業務に役立つか

44%

54%
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とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答

46%

54%

0% 0% 0%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答
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1
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抗真菌薬 1
1
1
1

DI業務 1
6.本研修会で気づいたこと・感想・質問

1

1
1
1

1

1
2
1
1
1
1
1
1
1
1会場が狭い

もう少しじっくり聞きたかった

詳しい解説をしてくれたのでよかった
書物「わかりやすいTDM」を読み返して復習したいと思う

開始時間を19時からにしてほしい
会場場所が分かりづらい

休憩はいらないと思う

資料の字が小さくて見づらい
スライドが見づらかった

VCMの使い方をもう一度しっかりと学ぼうという気になった

脳外科領域の薬剤について

感染症別の治療法と抗菌薬の選択

薬の飲み合わせについて

時間通りに終了してほしい

抗菌薬の適正使用について

施設ごとのガイドラインの作成

TDMのガイドラインが改訂になったばかりで、とてもタイムリーな内
容だった。講演もとても分かりやすくて参考になった

1

溶連菌感染症と除菌の必要性について

感染関係の検査値の読み方

カルバペネムの使い方

Jaffe法を用いたノモグラムにおけるeGFRの適応をどのように臨床で
適用していくか？が難しく感じた

研修会の案内に「研修会開始30分を過ぎると研修シールを発行しま
せん」と記載されてるが、メーカーの商品案内等の時間も含めての
開始時間なのか？本講演が始まってから30分なのか？あいまいなの
で、できればもう少し詳しく記載してほしい（メーカーの案内が研
修シールの対象にならない事を考えれば分かることかもしれない
が、、、）

120分1単位で行ってくれると嬉しい

感染制御認定を継続するために役に立っている


